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さて,この設定のもとでGutzwilerの跡公式を述べよう･L--A--(晶 .爵 )として･LJ- は
R2全体で考えたもの,L｡わ はーR2＼(0,･).p=1で考え,境界ではデイリクレ条件を置くものとする.またこれ
らの作用素のレゾルベント作用素をそれぞれ,Gまre,G又bSfとする.このとき,


















































































































































-4;Ai logg"a･a,I∑ 普 n;leXP(- (め-n-'L(め, (2･16,A:P･P･0･
ただし,gA(8,I)fま(L^ 一入)-1の積分核 (グ.)-ン関数),∑旦‥叩.｡.は有限集合 A上の素な周廟軌道













K"a･b, - ( 遠 ニ:e:W?ize (2･18,
となる行列である.ちなみにdet(J十g入)は今の場合,あるポテンシャルのもとでのRueleのゼータ関数
【2,20】と一致している.上の定理2.9の展開は結局ゼータ関数のlog微分の展開となっているわけであち.
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